ナナメホリ ミゾガタ ホウシキ デ セッチ サレル マイセツカン ノ リキガク キョドウ ト セッケイホウ ニ カンスル ケンキュウ by 島津, 多賀夫
 
 
氏     名   島津 多賀夫 
学 位 の 種 類    博士（工学） 
学 位 記 番 号    第 5549 号 
学位授与年月日   平成 22 年 9 月 30 日 
学位授与の要件   学位規則第 4条第 1項 
学 位 論 文 名     斜掘り溝型方式で設置される埋設管の力学挙動と設計法に関する研究 
論文審査委員    主 査 教 授 東田 淳     副 査 教 授 大内 一 
          副 査 教 授 山口 隆司    副 査 准教授 大島 昭彦 
 
 



































本論文では、遠心実験と弾性 FE 解析の 2 つの手法を用いて、斜掘り溝型方式で設置される埋設管
の力学挙動の実態を解明し、現行設計基準が実態を反映していないことを指摘し、これに代わる合理
的設計法を提案している。 
 まず、斜掘り溝型方式で設置される埋設管の力学挙動の実態を、管剛性、溝壁勾配、土被り高、地
盤条件などの要因をパラメトリックに変化させた静的・動的遠心実験によって正確に把握し、同一の
埋設条件で得られた静的・動的遠心実験の測定結果の比較から、管の安全にとってクリティカルな外
力条件は、動的遠心実験で与えたレベル 2相当の強震動ではなくて、静的遠心実験で与えた輪荷重載
荷の方であると結論している。 
次いで、静的遠心実験の輪荷重載荷前と輪荷重載荷時に対する弾性 FE 解析を行い、実験と解析で
得られた埋設管の力学挙動が良好に近似したことから解析モデルの妥当性を確かめている。そしてこ
の解析モデルに実用上の観点から幾つかの単純化を施した設計用 FE 計算モデルを用いて、輪荷重載
荷前と輪荷重載荷時において斜掘り溝型方式で設置される埋設管に生じる最大曲げモーメントと鉛
直たわみ量を予測するための設計図表を作成し、設計法として提案している。 
最後に、静的遠心実験の条件を設計条件として与えた予測計算の結果と実験結果の比較を行い、現
行設計基準による予測結果が実験結果よりも過大となったのに対して、提案設計法による予測結果が
実験結果と良好に近似したことから、提案設計法の現行設計基準に対する優位性を確認している。 
 以上のように、本論文は、これまで明確でなかった斜掘り溝型方式で設置される埋設管の力学挙動
の実態を明らかにし、実態を反映した実用的・合理的な設計法を提案しており、地盤工学および埋設
管工学の発展に寄与するところが大である。よって、本論文の著者は博士(工学)の学位を受ける資格
を有するものと認める。 
